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■日本のベンチャー投資は米国の１０分の１以下
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■用語集 

イノベーション 
・新しい技術や新しいアイデアから社会的意義のある新たな価値を創造し、社会的に大きな変革をもた

らすこと。 
 
イノベーション・エコシステム 
・産学官が各々の特徴を活かして活動を行い、生態系システムのようにそれぞれのプレーヤーが相互に

関与してイノベーション創出を加速するシステム。 
 
イノベーション・パイプライン 
・基礎研究の成果を、一定期間が経過した後に市場化という形で結実させ、社会に利益をもたらす仕組

みのこと。 
 
イノベーター 
・マーケティングに関する用語で、新たに現れた商品やサービス、ライフスタイルなどを、最も早い段

階で受け入れる者。 
 
エコシステム 
・複数の企業が商品開発や事業活動などでパートナーシップを組み、互いの技術や資本を生かしながら、

業界の枠や国境を超えて広く共存共栄していく仕組み。 
 
オープンイノベーション 
・自社技術だけでなく他社等が持つ技術やアイデアを組み合わせて、革新的な商品やビジネスモデルを

生み出すこと。 
 
官民連携ファンド 
・ベンチャー企業や中小企業などに対する投資事業を行う民間機関等が組成する投資ファンドに公共側

からも出資を行う形態のファンドのこと 
 
クラウド： cloud computing（クラウドコンピューティング） 
・ネットワーク、特にインターネットをベースとしたコンピュータの利用形態。データを自分のパソコ

ンや携帯電話ではなく、インターネット上に保存する使い方、サービスのこと。 
 
コミュニケーター 
・なんらかの分野について情報、智識を持ち、それを広く一般に普及させることのできる人。 
 
シーズ 
・本来「種」の意味。転じてビジネスの「種」となる研究成果、新技術やアイデア等を意味する。本基

本方針中では、企業に限らず大学・研究機関等が保有する研究成果や新技術を含む。研究シーズや技

術シーズということもある。 
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GDP：Gross Domestic Product（国内総生産） 
・日本の国内で、1年間に新しく生みだされた生産物やサービスの金額の総和。 
 
３Dプリンタ 
・通常の紙に平面的に印刷するプリンターに対して、3D CAD、3D CGデータを元に立体（3次元のオ
ブジェクト）を造形するデバイスを指す。3次元のオブジェクトを造形することを、3Dプリンティン
グ（三次元造形、英: 3D printing）と呼ぶ。 

 
SNS：social networking service（ソーシャル・ネットワーキング・サービス） 
・人と人とのつながりを促進・サポートする、コミュニティ型の会員制のサービス。あるいはそういっ

たサービスを提供するウェブサイトも含まれる。 
 
中継都市 
・アジアと日本各地との「ヒト・モノ・カネ」の結節点・玄関口として、わが国全体の成長を牽引する

都市。 
 

ディレクション 
・指導、管理、監督、演出、指揮を行うこと。 
 
デザイン思考 
・プロトタイプを作り、それを用いたテストマーケティングなどを通じて実地の試験・検証を行い、そ

こで問題を発見、解決するというサイクルを回しながら、完成に近付けていくというもの。 
 
ニーズ 
・要求や需要などのこと。「顧客やユーザーからの要望」というときに、「顧客ニーズ」や「ユーザーニ

ーズ」と使われることが多い。 
 
ハイエンド都市 
・高度な技術を有する産業や人材などが集積し、高い付加価値を創出する都市。 
 
ハンズオン支援 
・ベンチャーキャピタルなどが、単なる出資にとどまらず、投資先企業の経営状況のモニタリングや社

外取締役の派遣など積極的に業務執行の支援を行うこと。 
 
ビジネスプラン 
・将来の事業構想を企業戦略、資金調達等の命題を折込み、論理的に体系化し、企業の現況と展望を分

かり易く作り上げたもの。 
 

ブラッシュアップ 
・一定のレベルに達した状態からさらにみがきをかけること。 
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プラットフォーム 
・本基本方針中では、多様な主体の連携によりイノベーションを創出するため、情報の収集・提供、マ

ッチングや集客など、さまざまな機能を提供する環境や場のことをさす。 
 
プロトタイプ 
・デモンストレーション目的や新技術・新機構の検証、量産前での問題点の洗い出しのために設計・仮

組み・製造された試験機・試作回路・コンピュータプログラムなどのこと。 
 
ヘッドクオーター 
・本部。司令部。また、それらの要員。 
 
見える化 
・企業活動の漠然とした部分を、数値などの客観的に判断できる指標で把握すること。 
 
モバイル 
・コンピュータシステムへのリモート接続を前提とする携帯用コンピュータ端末機器の総称、またはそ

れらの機器を使用して、機動力を持たせたコンピュータシステムのこと。 
 
ユーザー指向 
・ユーザー目線の基準に合わせること。 
 
ライフイノベーション 
・医療・介護・健康等の分野の革新を意味するもの。同分野の技術革新などを武器とした産業戦略のこ

とを指すこともある。 
 
リーディング・プロジェクト 
・計画を推進していく中で、全体を先導的にリードしていくプロジェクトのこと。 
 
リーンスタートアップ 
・トヨタの無駄を省いた生産方式の考え方を起業に適用し、綿密に事業計画をたてるよりも、試作段階

からユーザーの反応を取り入れ、柔軟に戦略変更しながら売れる製品づくりをめざす効率的な起業の

手法。 
 
ワークショップ 
・一方通行的な知や技術の伝達でなく、参加者が自ら参加・体験し、グループの相互作用の中で何かを

学びあったり創り出したりする、双方向的な学びと創造のスタイル。 


